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(57)【要約】
【課題】画面に表示する画像内のユーザが指定した一部
の領域を拡大する場合において、画像の動きのある領域
を精度良く検出でき、画像の動きのある領域に対して正
確に動きぼけ低減処理を行うことのできる技術を提供す
る。
【解決手段】本発明の液晶表示装置は、画面に表示する
画像内のユーザが指定した一部の領域が拡大されている
場合に、当該一部の領域の前記画面上での位置に基づい
て、前記画面の領域から、動きのある画像が表示される
領域を動画表示領域として検出する検出手段と、前記検
出手段で検出された動画表示領域に対して、動画ぼけを
低減する動画ぼけ低減処理を行う動画ぼけ低減手段と、
を有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画面に表示する画像内のユーザが指定した一部の領域が拡大されている場合に、当該一
部の領域の前記画面上での位置に基づいて、前記画面の領域から、動きのある画像が表示
される領域を動画表示領域として検出する検出手段と、
　前記検出手段で検出された動画表示領域に対して、動画ぼけを低減する動画ぼけ低減処
理を行う動画ぼけ低減手段と、
を有することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記検出手段は、画像内の拡大されている前記一部の領域の位置がユーザにより所定速
度より速い速度で移動された場合に、前記画面の領域のうち、前記一部の領域が表示され
る領域を、動画表示領域として検出する
ことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記液晶表示装置のバックライトは、個別に制御可能な複数の分割領域からなり、
　前記動画ぼけ低減処理は、前記複数の分割領域のうち、動画表示領域に対応する分割領
域の点灯と消灯を制御することにより、当該動画表示領域に表示される画像のフレーム間
に黒画像を表示する黒挿入処理である
ことを特徴とする請求項１または２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　画像内の拡大されている前記一部の領域の位置がユーザにより移動された場合に、その
移動速度と、画像の拡大率とから、拡大されている前記一部の領域内の画像の動き量を判
断する判断手段を更に有し、
　前記動画ぼけ低減手段は、前記判断手段で判断された動き量が大きいときに、動き量が
小さいときよりも動画ぼけの低減度合いを高める
ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　画像内の拡大されている前記一部の領域の位置がユーザにより移動された場合に、その
移動速度と、画像の拡大率とから、拡大されている前記一部の領域内の画像の動き量を判
断する判断手段を更に有し、
　前記動画ぼけ低減手段は、前記判断手段で判断された動き量が大きいときに、動き量が
小さいときよりも長い期間に黒画像が表示されるように、動き量が小さいときよりも長い
消灯期間を設定する
ことを特徴とする請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　画面に表示する画像内のユーザが指定した一部の領域が拡大されている場合に、当該一
部の領域の前記画面上での位置に基づいて、前記画面の領域から、動きのある画像が表示
される領域を動画表示領域として検出する検出ステップと、
　前記検出ステップで検出された動画表示領域に対して、動画ぼけを低減する動画ぼけ低
減処理を行う動画ぼけ低減ステップと、
を有することを特徴とする液晶表示装置の制御方法。
【請求項７】
　前記検出ステップでは、画像内の拡大されている前記一部の領域の位置がユーザにより
所定速度より速い速度で移動された場合に、前記画面の領域のうち、前記一部の領域が表
示される領域が、動画表示領域として検出される
ことを特徴とする請求項６に記載の液晶表示装置の制御方法。
【請求項８】
　前記液晶表示装置のバックライトは、個別に制御可能な複数の分割領域からなり、
　前記動画ぼけ低減処理は、前記複数の分割領域のうち、動画表示領域に対応する分割領
域の点灯と消灯を制御することにより、当該動画表示領域に表示される画像のフレーム間
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に黒画像を表示する黒挿入処理である
ことを特徴とする請求項６または７に記載の液晶表示装置の制御方法。
【請求項９】
　画像内の拡大されている前記一部の領域の位置がユーザにより移動された場合に、その
移動速度と、画像の拡大率とから、拡大されている前記一部の領域内の画像の動き量を判
断する判断ステップを更に有し、
　前記動画ぼけ低減ステップでは、前記判断ステップで判断された動き量が大きいときに
、動き量が小さいときよりも動画ぼけの低減度合いが高められる
ことを特徴とする請求項６～８のいずれか１項に記載の液晶表示装置の制御方法。
【請求項１０】
　画像内の拡大されている前記一部の領域の位置がユーザにより移動された場合に、その
移動速度と、画像の拡大率とから、拡大されている前記一部の領域内の画像の動き量を判
断する判断ステップを更に有し、
　前記動画ぼけ低減ステップでは、前記判断ステップで判断された動き量が大きいときに
、動き量が小さいときよりも長い期間に黒画像が表示されるように、動き量が小さいとき
よりも長い消灯期間が設定される
ことを特徴とする請求項８に記載の液晶表示装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置及びその制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、医療用ディスプレイの高精細化に伴い、医用画像の診断として、ビューアなどの
プログラム（ソフトウェア）を用いてディスプレイに表示された医用画像を診断すること
が主流になりつつある。読影医（ユーザ）は、ディスプレイに表示された医用画像の細部
を確認する際（例えば、細かな腫瘍の有無を確認する際）、画像内のユーザが指定した領
域を拡大する拡大鏡ツールを用いる。具体的には、拡大鏡ツールを用いて、表示画像（画
面に表示された画像）内の一部の領域を拡大し、当該領域を詳細に確認する。そして、ユ
ーザは、画像内の上記拡大鏡ツールで拡大する領域（拡大領域）の位置を移動して、表示
画像内の各位置を詳細に確認する。
【０００３】
　医用画像のような静止画像を表示する場合であっても、拡大領域の位置が移動された場
合には、拡大領域内の画像が変化する（拡大領域内の画像に動きが生じる）ため、ディス
プレイは動画像を表示する場合と同じ制御を行う必要がある。拡大領域の位置の移動速度
が速い場合、拡大領域内の画像の動きも速くなる。そのため、ディスプレイが液晶表示装
置の場合には動画ぼけが発生することがある（具体的には、拡大領域の位置の移動速度が
速い場合に動画ぼけが発生する）。動画ぼけは、読影などの画像の確認作業の妨げとなる
。
【０００４】
　動画ぼけを低減する方法として、画像のフレーム間に黒画像を表示する黒挿入処理があ
る。例えば、バックライトを常に点灯させるのではなく、間欠的に点灯させることにより
、画像のフレーム間に黒画像を表示する方法がある。黒挿入処理を行うことにより、液晶
表示装置のようなホールド型ディスプレイの表示特性を、インパルス型ディスプレイの表
示特性に近づけることができ、動画ぼけを低減できる。
【０００５】
　黒挿入処理に関する従来技術は、例えば、特許文献１，２に開示されている。
　具体的には、特許文献１に開示の技術では、画面を分割して得られるブロック毎に、そ
のブロックの動きベクトルの検出結果から、当該ブロックに表示される画像が静止画像か
動画像かが判定される。そして、動画像が表示されるブロックに対してのみ黒挿入処理が
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行われる。
　特許文献２に開示の技術では、減算器を用いて、１つ前のフレームと現在のフレームの
間の画像信号との差分が算出される。そして、差分が大きいときに、差分が小さいときよ
りも長い点灯期間が設定される。
　画像の動きのない領域に対して黒挿入処理を行うと、フリッカが発生する。特許文献１
，２の技術を用いることにより、動画ぼけを低減できるとともに、フリッカの発生を抑制
できる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００５－９９３６７号公報
【特許文献２】特開２００６－３２３３００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献１，２に開示の技術では、画像の動きを精度良く検出できない
ことがある。
　具体的には、特許文献１に開示の技術では、動きベクトルから画像の動きが検出される
。動きベクトルの検出方法には、ブロックマッチング法と勾配法がある。しかしながら、
ブロックマッチング法には、計算時間が膨大であるというデメリットと、画像の拡大、縮
小、回転の動きを精度良く検出できないというデメリットがある。勾配法には、画像内の
輝度変化が大きい画像（白黒画像など）の動きを精度良く検出できないというデメリット
がある。そのため、動きベクトルから画像の動きを検出する方法では、拡大鏡ツールを用
いて白黒画像の一部の領域を拡大する場合において、画像の動きを精度よく検出できない
。
　特許文献２に開示の技術では、フレーム間の画像信号の差分から画像の動きの大きさが
判断される。このような方法では、表示する画像が切り替えられた際に、上記差分が大き
くなるため、切り替え後の画像が静止画像であるにも拘らず、画像の動きが大きいと誤判
断されてしまう。医用画像の読影では、複数の医用画像（静止画像）が切り替えながら読
影されるため、上記誤判断が頻繁に生じてしまう。
　画像の動きを精度良く検出できなければ、黒挿入処理などの動きぼけを低減する処理（
動きぼけ低減処理）を精度良く行うことはできない。例えば、画像の動きが誤検出される
と、画像の動きある領域に対して動きぼけ低減処理が行われなかったり、画像の動きのな
い領域に対して動きぼけ低減処理が行われたりしてしまう。
【０００８】
　本発明は、画面に表示する画像内のユーザが指定した一部の領域を拡大する場合におい
て、画像の動きのある領域を精度良く検出でき、画像の動きのある領域に対して正確に動
きぼけ低減処理を行うことのできる技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の液晶表示装置は、
　画面に表示する画像内のユーザが指定した一部の領域が拡大されている場合に、当該一
部の領域の前記画面上での位置に基づいて、前記画面の領域から、動きのある画像が表示
される領域を動画表示領域として検出する検出手段と、
　前記検出手段で検出された動画表示領域に対して、動画ぼけを低減する動画ぼけ低減処
理を行う動画ぼけ低減手段と、
を有することを特徴とする。
【００１０】
　本発明の液晶表示装置の制御方法は、
　画像に表示する画像内のユーザが指定した一部の領域が拡大されている場合に、当該一
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部の領域の前記画面上での位置に基づいて、前記画面の領域から、動きのある画像が表示
される領域を動画表示領域として検出する検出ステップと、
　前記検出ステップで検出された動画表示領域に対して、動画ぼけを低減する動画ぼけ低
減処理を行う動画ぼけ低減ステップと、
を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、画面に表示する画像内のユーザが指定した一部の領域を拡大する場合
において、画像の動きのある領域を精度良く検出でき、画像の動きのある領域に対して正
確に動きぼけ低減処理を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】実施例１に係る液晶表示装置の構成の一例を示すブロック図
【図２】実施例１，２に係る分割領域のアドレスと動画表示領域の一例を示す図
【図３】実施例１に係る液晶表示装置の処理の流れの一例を示すフローチャート
【図４】実施例１に係る黒挿入処理を表すタイムチャート
【図５】実施例２に係る液晶表示装置の構成の一例を示すブロック図
【図６】実施例２に係る液晶表示装置の処理の流れの一例を示すフローチャート
【図７】実施例１，２に係る液晶パネルの構成の一例を示す図
【図８】実施例２に係る動き量とＤｕｔｙ比の関係の一例を表すグラフ
【図９】図２の動画表示領域部分の拡大図
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　＜実施例１＞
　本発明の実施例１に係る液晶表示装置及びその制御方法について図面を用いて説明する
。
　図１は、本実施例に係る液晶表示装置の構成の一例を示すブロック図である。図１には
、液晶表示装置２００の他に、ＰＣ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｃｏｍｐｕｔｅｒ）１００とマ
ウス１０１も図示されている。以下では、処理対象のフレームをｎフレーム、処理対象の
フレームの１つ前のフレームをｎ－１フレームと記載する。
【００１４】
　図１に示すように、ＰＣ１００は、信号線（画像信号ラインとデータライン）を用いて
液晶表示装置２００に接続されている。画像信号ラインは、例えば、ＤＶＩ（Ｄｉｇｉｔ
ａｌ　Ｖｉｓｕａｌ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）ケーブルなどである。データラインは、例え
ば、ＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）ケーブルなどである。画像信
号ラインとデータラインとして、ＨＤＭＩ（Ｈｉｇｈ－Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｍｕｌｔ
ｉｍｅｄｉａ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）ケーブルが用いられてもよい。マウス１０１は、信
号線（例えばＵＳＢケーブル）を用いてＰＣ１００に接続されている。マウス１０１は、
ユーザがＰＣ１００を操作するために使用される。
　なお、液晶表示装置２００とＰＣ１００は別体であってもよいし一体であってもよい。
　ＰＣ１００、液晶表示装置２００、及び、マウス１０１は、有線で互いに通信可能に接
続されていてもよいし、無線で互いに通信可能に接続されていてもよい。
　マウス１０１の代わりに、トラックボール、ジョイスティック、キーボード、タッチパ
ネル（例えば、液晶表示装置２００の画面上に設けられたタッチパネル）などが用いられ
てもよい。
【００１５】
　ＰＣ１００は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）１０２、
ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）１０３、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅ
ｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）１０４、フレームバッファ１０５、画像出力Ｉ／Ｆ１０６、外部Ｉ
／Ｆ１０７、などを有する。各構成要素は、内部バスを用いて互いに接続されている。
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　ＣＰＵ１０２は、ＲＯＭ１０３から画像ビューアなどのプログラムを読み出し、読み出
したプログラムをＲＡＭ１０４に展開する。そして、ＣＰＵ１０２は、外部Ｉ／Ｆ１０７
から受信された制御信号（ユーザ操作に応じて生成された信号）に応じて、上記展開した
プログラムを実行し、ＰＣ１００の各構成要素を制御する。
　ＲＯＭ１０３は、上記プログラム、各種ＧＵＩ（Ｇｒａｐｈｉｃａｌ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎ
ｔｅｒｆａｃｅ）画像データなどを記憶する不揮発性メモリである。
　ＲＡＭ１０４は、必要なデータを一時的に記憶する揮発性メモリである。
　フレームバッファ１０５は、表示する画像データ（表示画像データ）を一時的に記憶す
るメモリである。表示画像データは、例えば、医用画像のビットマップデータである。
　画像出力Ｉ／Ｆ１０６は、フレームバッファ１０５から表示画像データを読み出し、読
み出した表示画像データを画像信号（画像を表す信号）に変換する。そして、画像出力Ｉ
／Ｆ１０６は、画像信号ラインを介して、液晶表示装置２００に画像信号と同期信号を送
信する。本実施例では、フレーム単位で画像信号が送信され、同期信号として画像信号の
フレームレートに対応した同期信号（例えば、水平同期信号と垂直同期信号）が送信され
るものとする。
　ユーザがマウス１０１を操作すると、マウス１０１は、当該操作に応じた信号（操作信
号）を生成し、外部Ｉ／Ｆ１０７に送信する。外部Ｉ／Ｆ１０７は、操作信号を受信する
と、当該操作信号に対応する制御信号を生成し、生成した制御信号をＣＰＵ１０２に送信
する。
　また、外部Ｉ／Ｆ１０７は、画像内の拡大鏡ツールで拡大する領域（拡大領域）の位置
とサイズを、データラインを介して液晶表示装置２００に送る。拡大鏡ツールは、画像内
のユーザが指定した領域を拡大するツールである。拡大鏡ツールは、画像ビューアの一機
能であってもよいし、独立した機能であってもよい。拡大領域の形状は円形や矩形などど
のような形状であってもよい。本実施例では、拡大領域の形状が円形であるものとする。
そして、本実施例では、外部Ｉ／Ｆ１０７は、拡大領域の位置（拡大鏡座標）として、拡
大領域の画面上での位置座標を送り、拡大領域のサイズ（拡大鏡サイズ）として、拡大領
域の半径を送るものとする。具体的には、外部Ｉ／Ｆ１０７は、拡大鏡座標として、拡大
領域の中心位置に対応する画面上の位置座標（ｘ，ｙ）を送る。ｘは走査配線番号（水平
方向の位置）、ｙはデータ配線番号（垂直方向の位置）である。走査配線番号とデータ配
線番号については後述する。
　なお、拡大領域のサイズや形状は変更可能であってもよいし、変更不可能であってもよ
い。
【００１６】
　液晶表示装置２００は、液晶制御部２０１、液晶パネル２０２、メモリ２０３、拡大領
域移動判定部２０４、動画表示領域検出部２０５、バックライト制御部２０６、バックラ
イト２０７、などを有する。本実施例では、バックライト２０７は、個別に点灯、消灯、
発光輝度などを制御可能な複数の分割領域からなるものとする。例えば、バックライト２
０７は、分割領域毎に光源（ＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）など
）を有する。
【００１７】
　液晶制御部２０１は、フレーム毎に、ＰＣ１００から、画像信号ラインを介して画像信
号と同期信号を受信する。液晶制御部２０１は、画像信号と同期信号に従って、液晶パネ
ル２０２を駆動する。具体的には、液晶制御部２０１は、画像信号と同期信号に従って、
液晶パネル２０２の走査電極とデータ電極を駆動する。
　液晶パネル２０２は、アクティブマトリクス型の液晶パネルであり、サブピクセル毎に
薄膜トランジスタを有する。液晶パネル２０２の１画素は、例えば、赤色に対応するＲサ
ブピクセル、緑色に対応するＧサブピクセル、青色に対応するＢサブピクセルの３つのサ
ブピクセルからなる。
　図７に、液晶パネル２０２の構成の一例を示す。
　垂直方向の位置が互いに等しい複数のサブピクセルに対応する複数の薄膜トランジスタ
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のゲート電極は、互いに接続されており、１つの走査電極を形成する。水平方向の位置が
互いに等しい複数のサブピクセルに対応する複数の薄膜トランジスタのソース電極は、互
いに接続されており、１つのデータ電極を形成する。図７の例では、液晶パネル２０２は
、１０８０本の走査電極と１９２０本のデータ電極を有する。１０８０本の走査電極のそ
れぞれには、番号（走査電極番号）が設定されている。具体的には、画面最上部の走査電
極の番号が１番となり、画面下部に向かって番号が１ずつ増えるように、走査電極番号が
設定されている。同様に、１９２０本のデータ電極のそれぞれには、番号（データ電極番
号）が設定されている。具体的には、画面左端の電極の番号が１番となり、画面右端に向
かって番号が１ずつ増えるように、データ電極番号が設定されている。
　液晶制御部２０１は、１フレームの画像を表示する際に、複数（図７の例では１０８０
本）の走査電極を画面最上部から画面最下部へ向かって順番に選択し、選択した走査電極
に所定の選択電圧を印加する処理を１回行う。また、このとき、走査電極の選択に合わせ
て、画像信号に応じた電圧が複数のデータ電極に印加される。液晶制御部２０１は、選択
中の走査電極の走査電極番号をバックライト制御部２０６へ送る。
【００１８】
　メモリ２０３は、１フレーム分の拡大鏡座標を記憶可能なメモリ（デュアルポートＲＡ
Ｍ）である。ＰＣ１００からｎフレームの拡大鏡座標が送られると、メモリ２０３は、ｎ
フレームの拡大鏡座標を書き込みポートから書き込み、それと同時に、ｎ－１フレームの
拡大鏡座標を読み出しポートから読み出す。メモリ２０３は、読み出した拡大鏡座標（ｎ
－１フレームの拡大鏡座標）を拡大領域移動判定部２０４に送る。
【００１９】
　拡大領域移動判定部２０４は、ユーザによって拡大領域の位置が所定速度より速い速度
で移動されたか否かを判定する。所定速度は、例えば、動画ぼけが目立たない最高速度で
ある。
　具体的には、拡大領域移動判定部２０４は、ＰＣ１００からｎフレームの拡大鏡座標と
拡大鏡サイズを受け取り、メモリ２０３からｎ－１フレームの拡大鏡座標を受け取る。拡
大領域移動判定部２０４は、ｎフレームとｎ－１フレームの拡大鏡座標から、ｎフレーム
とｎ－１フレームの間の拡大領域の位置の移動速度を算出する。そして、拡大領域移動判
定部２０４は、上記移動速度が所定速度より大きいか否かを判定する。拡大領域の位置の
移動速度が所定速度より速い場合には、目立った動画ぼけが生じてしまう。そこで、拡大
領域移動判定部２０４は、所定速度より速い速度で拡大領域の位置が移動された場合に、
動画ぼけを低減する動画ぼけ低減処理を行うための指示として、動画表示領域検出部２０
５にｎフレームの拡大鏡座標と拡大鏡サイズを送る。
【００２０】
　動画表示領域検出部２０５は、拡大鏡ツールにより画面に表示する画像の一部の領域が
拡大されている場合に、当該一部の領域の画面上での位置に基づいて、画面の領域から、
動きのある画像が表示される領域を動画表示領域として検出する。
　具体的には、動画表示領域検出部２０５は、拡大領域移動判定部２０４からｎフレーム
の拡大鏡座標と拡大鏡サイズを受け取ると、画面の領域のうち、上記一部の領域（即ち拡
大領域）が表示される領域を、動画表示領域として検出する。より具体的には、ｎフレー
ムの拡大鏡座標を中心とし、拡大鏡サイズで表される値を半径とする円形の領域が動画表
示領域として検出される。
【００２１】
　また、動画表示領域検出部２０５は、予め用意された関係テーブル（走査電極番号とデ
ータ電極番号の組み合わせ（即ち画面内の位置）と、分割領域との対応関係を表すテーブ
ル）を有する。動画表示領域検出部２０５は、関係テーブルを用いて、複数の分割領域の
うち、動画表示領域に対応する分割領域を判断する。“動画表示領域に対応する分割領域
”は、例えば、画面と平行な面において動画表示領域を含む分割領域である。そして、動
画表示領域検出部２０５は、動画表示領域に対応する分割領域を示すアドレスをバックラ
イト制御部２０６に送る。
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　なお、“動画表示領域に対応する分割領域”は、画面と平行な面において全体が動画表
示領域である分割領域であってもよいし、画面と平行な面において動画表示領域を所定の
割合以上含む分割領域であってもよい。例えば、“動画表示領域に対応する分割領域”は
、分割領域のサイズに対する、当該分割領域に含まれる動画表示領域のサイズの割合が２
０％以上の分割領域であってもよい。
【００２２】
　バックライト制御部２０６は、液晶制御部２０１から選択中の走査電極を表す走査電極
番号を受け取る。
　動画表示領域が検出されていない場合には、バックライト制御部２０６は、常時点灯す
るように、バックライト２０７（複数の分割領域）を制御する。
　動画表示領域が検出された場合には、バックライト制御部２０６は、動画表示領域に対
して、動画ぼけ低減処理を行う。本実施例では、動画ぼけ低減処理として、複数の分割領
域のうち、動画表示領域に対応する分割領域の点灯と消灯を制御することにより、当該動
画表示領域に表示される画像のフレーム間に黒画像を表示する黒挿入処理を行う。
　具体的には、動画表示領域が検出された場合には、バックライト制御部２０６は、動画
表示領域検出部２０５から、動画表示領域に対応する分割領域を示すアドレスを受け取る
。そして、バックライト制御部２０６は、受け取ったアドレスに対応する分割領域に対し
て、フレーム毎に、点灯期間と消灯期間を設定する。それにより、受け取ったアドレスに
対応する分割領域は間欠的に点灯する（受け取ったアドレスに対応する分割領域以外の分
割領域は常時点灯する）。分割領域は間欠的に点灯させる場合、点灯開始や点灯終了は、
選択中の走査電極を表す走査電極番号に応じて制御される（詳細は後述する）。
【００２３】
　バックライト２０７は、バックライト制御部２０６からの指示に従って点灯及び消灯す
る。バックライト２０７からの光が液晶パネル２０２を透過することにより、画面に画像
が表示される。
【００２４】
　図２は、分割領域のアドレスと動画表示領域の一例を示す図である。
　図２中の破線で囲まれた領域は分割領域を示す。図２の例では１つの分割領域に４つの
光源が設けられている。各分割領域にはアドレスが設定されている。図２は、アドレスが
、水平方向の位置を表す水平アドレスと、垂直方向の位置を表す垂直アドレスとからなる
場合の例である。具体的には、左から右へ向かって順番に１～１０の水平アドレスが用意
されており、上から下へ向かって順番にａ～ｆの垂直アドレスが用意されている。各分割
領域のアドレスは、これらの水平アドレスと垂直アドレスによって表される。例えば、最
も左上に位置する分割領域（太線で示す分割領域）のアドレスは、「ａ－１」と表される
。
　図２中の丸印は動画表示領域を示す。図２の例では、アドレスｅ－５，ｅ－６，ｆ－５
，ｆ－６の分割領域（斜線で示された分割領域）を間欠的に点灯させる黒挿入処理が行わ
れる。
【００２５】
　本実施例に係る液晶表示装置２００の処理の流れを図３のフローチャートを用いて説明
する。図３は、本実施例に係る液晶表示装置２００の処理の流れの一例を示すフローチャ
ートである。
　以下では、ｎ－１フレームの画像信号を表示するときより前から、ユーザが拡大鏡ツー
ルを使用して画像を確認しているものとする。
　ＣＰＵ１０２は、外部Ｉ／Ｆ１０７からの画像ビューア起動要求の受信に応じて、ＲＯ
Ｍ１０３からのプログラム（画像ビューアのプログラム）の読み出し、読み出したプログ
ラムのＲＡＭ１０４への展開、ソフトウェア（画像ビューア）の起動を行う。画像ビュー
ア起動要求は、画像ビューアを起動するユーザ操作に応じて生成された制御信号である。
ユーザは、画像ビューアを操作して所望の画像を画面に表示する。
　更に、ＣＰＵ１０２は、外部Ｉ／Ｆ１０７からの拡大鏡ツール起動要求の受信に応じて
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、ＲＯＭ１０３からのプログラム（拡大鏡ツールのプログラム）の読み出し、読み出した
プログラムのＲＡＭ１０４への展開、拡大鏡ツールの起動を行う。このとき、拡大鏡座標
と拡大鏡サイズは所定の初期値が設定される。また、現在の拡大鏡座標と拡大鏡サイズは
、ＲＡＭ１０４から読み出すことができる。例えば、現在の拡大鏡座標と拡大鏡サイズは
、ＣＰＵ１０２によって、ＲＡＭ１０４に展開された拡大鏡ツールのプログラム中に書き
込まれる。
　その後、ＣＰＵ１０２は、フレーム毎に、拡大鏡座標と拡大鏡サイズをＲＡＭ１０４か
ら読み出し、外部Ｉ／Ｆ１０７に送信する。外部Ｉ／Ｆ１０７は、データラインを介して
液晶表示装置２００に拡大鏡座標と拡大鏡サイズを送信する。
【００２６】
　まず、液晶制御部２０１が、画像信号ラインを介して送られたｎフレームの画像信号と
同期信号を受け取る。そして、液晶制御部２０１は、受け取った画像信号と同期信号に応
じて液晶パネル２０２を駆動する（Ｓ１０１）。具体的には、同期信号に応じたタイミン
グで複数の走査電極が順番に選択され、選択された走査電極に所定の選択電圧が印加され
る。また、走査電極の選択に合わせて、データ電極に画像信号に応じた電圧が印加される
。
【００２７】
　次に、メモリ２０３が、データラインを介して送られたｎフレームの拡大鏡座標を書き
込みポートから書き込む。同時に、メモリ２０３は、１フレーム前に書き込んだｎ－１フ
レームの拡大鏡座標を読み出しポートから読み出し、拡大領域移動判定部２０４へ送る（
Ｓ１０２）。
【００２８】
　そして、拡大領域移動判定部２０４が、データラインを介してｎフレームの拡大鏡座標
と拡大鏡サイズを受け取る。また、拡大領域移動判定部２０４は、メモリ２０３からｎ－
１フレームの拡大鏡座標を受け取る。そして、拡大領域移動判定部２０４は、ｎフレーム
の拡大鏡座標（ｘ１，ｙ１）とｎ－１フレームの拡大鏡座標（ｘ０，ｙ０）から、ｎ－１
フレームとｎフレームの間の拡大領域の位置の移動速度を算出する。その後、拡大領域移
動判定部２０４は、算出した移動速度が基準値（所定速度；本実施例では０）より大きい
か否かを判定する（Ｓ１０３）。算出した移動速度が０より大きい場合には、Ｓ１０４に
処理が進められる。算出した移動速度が０の場合には、Ｓ１０７に処理が進められる。
　なお、本実施例では基準値を０としたが、基準値は０より大きくてもよい。基準値を０
より大きくすれば、拡大領域の位置の移動速度が小さい場合に黒挿入処理を行わないこと
ができる。
【００２９】
　Ｓ１０４では、拡大領域移動判定部２０４が、動画表示領域検出部２０５にｎフレーム
の拡大鏡座標と拡大鏡サイズを送る。
【００３０】
　Ｓ１０４の次に、動画表示領域検出部２０５が、拡大領域移動判定部２０４からｎフレ
ームの拡大鏡座標と拡大鏡サイズを受け取る。そして、動画表示領域検出部２０５は、拡
大鏡座標と拡大鏡サイズから動画表示領域を検出し、動画表示領域に対応する分割領域を
判断する。その後、動画表示領域検出部２０５は、動画表示領域に対応する分割領域のア
ドレスをバックライト制御部２０６に送る（Ｓ１０５）。
【００３１】
　次に、バックライト制御部２０６が、動画表示領域検出部２０５から動画表示領域に対
応する分割領域のアドレスを受け取り、液晶制御部２０１から選択中の走査電極の走査電
極番号を受け取る。そして、バックライト制御部２０６は、受け取ったアドレスに対応す
る分割領域を間欠的に点灯させる黒挿入処理を行う（Ｓ１０６）。バックライト制御部２
０６は、所定の対応テーブル（分割領域毎に、その分割領域のアドレスと、画面と平行な
面において当該分割領域の上端に位置する走査電極の走査電極番号とが対応付けられたテ
ーブル）を有する。選択中の走査電極の走査電極番号と上記対応テーブルは、分割領域を
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間欠的に点灯させる際に使用される。
　その後、Ｓ１０７に処理が進められる。
【００３２】
　Ｓ１０７では、拡大領域移動判定部２０４が、ｎフレームの次のフレームであるｎ＋１
フレームにおいて拡大鏡ツールが解除されたか否かを判定する。拡大鏡ツールが解除され
た場合、ＰＣ１００からの拡大鏡座標と拡大鏡サイズの送信が停止する。拡大領域移動判
定部２０４は、拡大鏡座標と拡大鏡サイズが送信されていない場合（拡大鏡座標と拡大鏡
サイズが受信されなかった場合）に、ｎ＋１フレームにおいて拡大鏡ツールが解除された
と判断し、本処理フローが終了される。また、拡大領域移動判定部２０４は、拡大鏡座標
と拡大鏡サイズが送信されている場合（拡大鏡座標と拡大鏡サイズが受信された場合）に
、ｎ＋１フレームにおいて拡大鏡ツールが解除されなかったと判断し、Ｓ１０１に処理が
戻される。
【００３３】
　Ｓ１０３における移動速度の算出方法の具体例について説明する。
　拡大領域移動判定部２０４は、例えば、走査電極の間隔（以下、ピッチ）ａと、データ
電極のピッチｂとを予め記憶している。そして、拡大領域移動判定部２０４は、以下の式
１により移動速度Ｍを算出する。
 
　Ｍ＝（（ａ×（ｘ１－ｘ０））２＋（ｂ×（ｙ１－ｙ０））２）１／２　・・・（式１
）
 
【００３４】
　Ｓ１０５における、動画表示領域に対応する分割領域の判断（検出）の方法の具体例に
ついて説明する。
　動画表示領域検出部２０５は、動画表示領域の中心位置である拡大鏡座標、及び、拡大
鏡サイズから、動画表示領域の輪郭上の複数点の座標を算出する。なお、拡大鏡座標が動
画表示領域の中心位置でない場合には、動画表示領域の検出結果から中心位置を検出すれ
ばよい。本実施例では、等間隔に並んだ８点の座標が算出される。具体的には、動画表示
領域の中心位置の真上に位置する第１点の座標と、動画表示領域の中心位置を中心として
第１点から時計回りに４５度ずつ移動した位置にある第２点～第８点の座標とが算出され
る。図９は、図２の動画表示領域部分の拡大図である。なお、座標を算出する点の数は８
点より多くても少なくてもよい。
　動画表示領域検出部２０５は、算出した８点の座標と関係テーブル（画面内の位置と分
割領域の対応関係を表すテーブル）を用いて、画面と平行な面において上記８点が位置す
る分割領域を、動画表示領域に対応する分割領域として検出する。そして、動画表示領域
検出部２０５は、動画表示領域に対応する分割領域のアドレスをバックライト制御部２０
６に送る。図９の例では、第１点と第８点がアドレスｅ－５の分割領域内に位置する。第
２点がアドレスｅ－６の分割領域内に位置する。第３点と第４点がアドレスｆ－６の分割
領域内に位置する。第５点と第６点と第７点（と拡大鏡座標）がアドレスｆ－５の分割領
域内に位置する。そのため、動画表示領域に対応する分割領域のアドレスとして、アドレ
スｅ－５，ｅ－６，ｆ－５，ｆ－７が出力される。
【００３５】
　Ｓ１０６における黒挿入処理の具体例について説明する。
　バックライト制御部２０６は、対応テーブルから、受け取ったアドレスの分割領域毎に
、画面と平行な面においてその分割領域の上端に位置する走査電極の走査電極番号（上端
番号）を取得する。バックライト制御部２０６は、選択中の走査電極の走査電極番号が動
画表示領域に対応する分割領域の上端番号になったタイミングで、当該分割領域を点灯さ
せる。動画表示領域に対応する分割領域は、１フレーム期間の長さに対する点灯期間の長
さの比（Ｄｕｔｙ比）が所定値となる時間だけ点灯された後、消灯される。本実施例では
上記所定値を５０％とする（上記所定値は５０％より小さくても大きくてもよい）。バッ
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クライト制御部２０６は、選択中の走査電極の走査電極番号が動画表示領域に対応する分
割領域の上端番号になるまで、当該分割領域を消灯させる。
　また、バックライト制御部２０６は、動画表示領域に対応する分割領域以外の分割領域
を常時点灯させる。
　なお、単位時間当たりの発光輝度を一定として分割領域を点灯させた場合、点灯期間が
短いほど、発光量は少なくなり、画面が暗くなる。そこで、本実施例では、黒挿入処理に
よって画面の明るさが変動しないように、Ｄｕｔｙ比と、単位時間当たりの発光輝度との
積が一定となるように、各分割領域の単位時間当たりの発光輝度が制御される。
　動画ぼけを低減する観点から、Ｄｕｔｙ比はできるかぎり小さいことが望ましい。
　点灯開始、点灯終了のタイミングは上記タイミングに限らない。例えば、１フレーム期
間内に複数の点灯期間や複数の消灯期間が設定されてもよい。
【００３６】
　図４は、上述した黒挿入処理を表すタイムチャートである。図４の横軸は時間を示す。
図４の上側の破線Ａで囲まれたグラフの縦軸は、走査電極番号を示す。選択中の走査電極
の走査電極番号は、矢印で示す順番で遷移していく。図４の下側の破線Ｂで囲まれたグラ
フの縦軸は、単位時間当たりの発光輝度である。図２に示すように、アドレスｅ－５，ｅ
－６の上端番号は７２０であり、アドレスｆ－５，ｆ－７の上端番号は９００である。そ
のため、アドレス５－ｅ，６－ｅの分割領域は、選択中の走査電極の走査電極番号が７２
０となった時点から、１フレーム期間の長さの半分の時間だけ点灯された後、選択中の走
査電極の走査電極番号が７２０になるまで消灯される。アドレスｆ－５，ｆ－７の分割領
域は、選択中の走査電極の走査電極番号が９００となった時点から、１フレーム期間の長
さの半分の時間だけ点灯された後、選択中の走査電極の走査電極番号が９００になるまで
消灯される。他の分割領域は常時点灯される。また、アドレスｅ－５，ｅ－６，ｆ－５，
ｆ－７の分割領域の点灯期間の長さは、他の分割領域の点灯期間の長さの１／２とされる
ため、アドレスｅ－５，ｅ－６，ｆ－５，ｆ－７の分割領域の発光輝度は、他の分割領域
の発光輝度（１００ｃｄ／ｍ２）の倍の２００ｃｄ／ｍ２とされる。
【００３７】
　以上述べたように、本実施例によれば、拡大鏡ツールにより、画面に表示する画像の一
部の領域が拡大されている場合に、当該一部の領域の画面上での位置に基づいて、画面の
領域から、動きのある画像が表示される領域（動画表示領域）が検出される。具体的には
、画像内の拡大鏡ツールで拡大する領域の位置がユーザにより所定速度より速い速度で移
動された場合に、画面の領域のうち、上記一部の領域が表示される領域が、動画表示領域
として検出される。そして、動画表示領域に対して、動画ぼけを低減する動画ぼけ低減処
理が行われる。
　拡大鏡ツールにより、画面に表示する画像の一部の領域が拡大されている場合、画像の
動きは、当該一部の領域内に生じる。具体的には、拡大鏡ツールで拡大する領域の位置が
移動された場合に、当該領域内に画像の動きが生じる。上述したように、本実施例によれ
ば、拡大鏡ツールで拡大する領域の位置に基づいて動画表示領域が検出される。そのため
、拡大鏡ツールを用いて画像の一部の領域を拡大する場合において、画像の動きのある領
域を精度良く検出できる。その結果、画像の動きのある領域に対して正確に動きぼけ低減
処理を行うことができる。具体的には、画像の動きのある領域が“画像の動きがない領域
”と誤判断されたり、画像の動きのない領域が“画像の動きがある領域”と誤判断された
りすることを抑制することができる。そして、画像の動きのある領域に対して動きぼけ低
減処理が施されなかったり、画像の動きのない領域に対して動きぼけ低減処理が施された
りすることを抑制することができる。
　本実施例では、画像の動きのない領域に対しては、動きぼけ低減処理である黒挿入処理
が行われないため、フリッカの発生を抑制することもできる。
【００３８】
　なお、本実施例では、バックライトを構成する分割領域の数が多いほど（分割領域のサ
イズが小さいほど）、動画表示領域に対してより正確に動きぼけ低減処理を行うことがで
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きる。
　なお、本実施例では、拡大領域の位置がユーザにより所定速度より速い速度で移動され
た場合に動画表示領域を検出する構成としたが、この構成に限らない。例えば、拡大領域
の位置の移動速度に拘わらず、常に拡大領域が動画表示領域として検出されてもよい。拡
大領域よりも小さい領域や、拡大領域よりも大きい領域が動画表示領域として検出されて
もよい。例えば、拡大領域と、拡大領域の縁から所定距離だけ（例えば５画素分）離れた
位置までの領域とを合わせた領域が動画表示領域として検出されてもよい。
　なお、動画ぼけ低減処理は、黒挿入処理に限らない。動画ぼけを低減することのできる
処理であれば、どのような処理であってもよい。例えば、拡大鏡ツールで拡大する領域の
位置の移動方向と移動速度から、動画表示領域における動きベクトルを検出し、検出した
動きベクトルを用いてフレーム間を補間する補間フレームが生成されてもよい。
【００３９】
　＜実施例２＞
　本発明の実施例２に係る液晶表示装置とその制御方法について図面を用いて説明する。
なお、以下では実施例１と異なる点について説明し、実施例１と同様の機能等については
説明を省略する。
　実施例１では、低減度合いで動画ぼけを低減していた。具体的には、所定のＤｕｔｙ比
で黒挿入処理を行っていた。本実施例では、画像内の拡大鏡ツールで拡大する領域の位置
がユーザにより移動された場合に、その移動速度と、拡大鏡ツールによる画像の拡大率と
から、拡大鏡ツールで拡大する領域内の画像の動き量を判断する。そして、判断された動
き量に応じて、動画ぼけの低減度合いを変更する。具体的には、判断された動き量に応じ
て、Ｄｕｔｙ比（黒画像の表示時間）を変更する。
【００４０】
　図５は、本実施例に係る液晶表示装置の構成の一例を示すブロック図である。本実施例
に係る液晶表示装置４００は、実施例１の液晶表示装置２００と比較して、Ｄｕｔｙ比決
定部４０８を更に有する。図５において、実施例１と同じ構成要素には同じ符号を付し、
その説明は省略する。
【００４１】
　ＰＣ３００が有する外部Ｉ／Ｆ３０７は、実施例１の外部Ｉ／Ｆ１０７の機能の他に、
データラインを介して液晶表示装置４００に拡大率を送る機能をさらに有する。具体的に
は、外部Ｉ／Ｆ３０７は、ｎフレームの拡大鏡座標と拡大鏡サイズを送る際に、ｎフレー
ムの拡大率も送る。拡大率は、拡大鏡ツールによる画像の拡大率である。拡大率は、ＲＡ
Ｍ１０４から読み出すことができる。例えば、現在の拡大率は、ＣＰＵ１０２によって、
ＲＡＭ１０４に展開された拡大鏡ツールのプログラム中に書き込まれる。ＣＰＵ１０２は
、フレーム毎に、拡大率をＲＡＭ１０４から読み出し、外部Ｉ／Ｆ３０７に送信する。外
部Ｉ／Ｆ３０７は、ＣＰＵ１０２から送られた拡大率を、液晶表示装置４００に送る。
【００４２】
　液晶表示装置４００が有する拡大領域移動判定部４０４は、実施例１の拡大領域移動判
定部２０４の機能の他に、データラインを介して拡大率を受け取る機能をさらに有する。
更に、拡大領域移動判定部４０４は、黒挿入処理を行う際に（動画表示領域検出部２０５
にｎフレームの拡大鏡座標と拡大鏡サイズを送る際に）、Ｄｕｔｙ比決定部４０８に、ｎ
－１フレームとｎフレームの間の拡大領域の位置の移動速度と、ｎフレームの拡大率とを
送る。
【００４３】
　Ｄｕｔｙ比決定部４０８は、（画像内の拡大領域の位置がユーザにより移動された場合
に、）拡大領域移動判定部４０４から、拡大領域の位置の移動速度と拡大率を受け取る。
そして、Ｄｕｔｙ比決定部４０８は、拡大領域の位置の移動速度と拡大率から、拡大領域
内の画像の動き量を判断する。
　また、Ｄｕｔｙ比決定部４０８は、動き量が大きいときに、動き量が小さいときよりも
高い度合い（動画ぼけの低減度合い）で動きぼけ低減処理が行われるように、動き量に基
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づいて動きぼけの低減度合いを決定する。黒挿入処理において、黒画像が表示される時間
が長い方が、短いときよりも、動きぼけの低減度合いは高い。本実施例では、動き量が大
きいときに、動き量が小さいときよりも長い消灯期間（バックライトの消灯期間）が設定
されるように、動き量に基づいてＤｕｔｙ比が決定される。そのようなＤｕｔｙ比で黒挿
入処理を行うことにより、動き量が大きいときに、動き量が小さいときよりも長い期間に
黒画像を表示することができる。
　Ｄｕｔｙ比決定部４０８は、決定したＤｕｔｙ比をバックライト制御部４０６に送る。
【００４４】
　バックライト制御部４０６は、実施例１のバックライト制御部２０６の機能の他に、Ｄ
ｕｔｙ比決定部４０８からＤｕｔｙ比を受け取る機能をさらに有する。バックライト制御
部４０６は、実施例１と同様にバックライト２０７を制御する。但し、バックライト制御
部４０６は、所定のＤｕｔｙ比ではなく、Ｄｕｔｙ比決定部４０８から受け取ったＤｕｔ
ｙ比で黒挿入処理を行う。
【００４５】
　本実施例に係る液晶表示装置４００の処理の流れを図６のフローチャートを用いて説明
する。図６は、本実施例に係る液晶表示装置４００の処理の流れの一例を示すフローチャ
ートである。
　以下では、ｎ－１フレームの画像信号を表示するときより前から、ユーザが拡大鏡ツー
ルを使用して画像を確認しているものとする。
　Ｓ２０１～Ｓ２０３の処理は、実施例１のＳ１００～１０３の処理と同じである。
【００４６】
　Ｓ２０３の次に、拡大領域移動判定部４０４が、Ｓ１０４の処理の他に、Ｄｕｔｙ比決
定部４０８に、ｎ－１フレームとｎフレームの間の拡大領域の位置の移動速度ｍと、ｎフ
レームの拡大鏡サイズ及び拡大率Ｄとを送る処理をさらに行う（Ｓ２０４）。そして、Ｓ
２０５に処理が進められる。
　Ｓ２０５の処理は、実施例１のＳ１０５の処理と同じである。
【００４７】
　Ｓ２０５の次に、Ｄｕｔｙ比決定部４０８が、拡大領域移動判定部４０４から、移動速
度ｍと拡大率Ｄを受け取る。そして、Ｄｕｔｙ比決定部４０８は、移動速度ｍと拡大率Ｄ
から、拡大領域内の画像の動き量を算出する。次に、Ｄｕｔｙ比決定部４０８は、拡大領
域内の画像の動き量と、拡大鏡サイズとから、Ｄｕｔｙ比を算出し、バックライト制御部
４０６に送る（Ｓ２０６）。
【００４８】
　そして、バックライト制御部４０６が、動画表示領域検出部２０５から動画表示領域に
対応する分割領域のアドレスを受け取り、液晶制御部２０１から選択中の走査電極の走査
電極番号を受け取り、Ｄｕｔｙ比決定部４０８からＤｕｔｙ比を受け取る。そして、バッ
クライト制御部４０６は、受け取ったアドレスに対応する分割領域に対して、Ｄｕｔｙ比
決定部４０８から受け取ったＤｕｔｙ比で黒挿入処理を行う（Ｓ２０７）。黒挿入処理の
具体的な方法は実施例１と同じである。そして、Ｓ２０８に処理が進められる。
　Ｓ２０８の処理は、実施例１のＳ１０７の処理と同じである。
【００４９】
　Ｓ２０６における動き量（拡大領域内の画像の動き量）の算出方法の具体例について説
明する。
　拡大領域内では、画像は、拡大領域の位置の移動方向とは逆方向に、拡大領域の位置の
移動量（＝移動速度ｍ）に拡大率Ｄを乗算して得られる距離だけ移動する。そのため、拡
大領域内の画像の動き量は、移動量ｍと拡大率Ｄの積から移動量ｍを減算した値（ｍ×Ｄ
－ｍ）となる。
【００５０】
　Ｓ２０６におけるＤｕｔｙ比の算出方法の具体例について説明する。
　本実施例では、図８に示すグラフに従ってＤｕｔｙ比が算出される。図８は、拡大領域
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内の画像の動き量、Ｄｕｔｙ比、及び、分割領域の発光輝度（単位時間当たりの発光輝度
）の関係を表すグラフである。図８のグラフの横軸は拡大領域内の画像の動き量を示す。
図８のグラフの左側の縦軸はＤｕｔｙ比を示し、右側の縦軸は分割領域の発光輝度を示す
。
【００５１】
　図８の例では、拡大領域内の画像の動き量が０のときには、Ｄｕｔｙ比は１００％とさ
れる。そのため、拡大領域内の画像の動き量が０のときには黒挿入処理は行われない。な
お、拡大領域内の画像の動き量が０のときに、１００％より小さいＤｕｔｙ比が設定され
るようにしてもよい。
【００５２】
　そして、図８の例では、拡大領域内の画像の動き量が拡大領域の直径以下の場合に、拡
大領域内の画像の動き量が大きいほどＤｕｔｙ比が小さくされる。具体的には、拡大領域
内の画像の動き量が０のときに上限値（１００％）となり、拡大領域内の画像の動き量が
拡大領域の直径と等しいときに下限値となるような一次関数が算出され、当該一次関数を
用いてＤｕｔｙ比が決定される。なお、図８の例では、拡大領域内の画像の動き量の増加
に対してＤｕｔｙ比が線形に変化しているが、これに限らない。例えば、拡大領域内の画
像の動き量の増加に対してＤｕｔｙ比が段階的に小さくされてもよいし、拡大領域内の画
像の動き量の増加に対してＤｕｔｙ比が指数関数的に小さくされてもよい。
　また、図８に示すように、発光量（１フレーム期間における発光輝度の積算値；Ｄｕｔ
ｙ比×発光輝度）が一定に保たれるように、Ｄｕｔｙ比に応じて発光輝度も制御される。
Ｄｕｔｙ比に応じた発光輝度は、Ｄｕｔｙ比決定部４０８またはバックライト制御部４０
６により決定される。
　ここで、理論的には、Ｄｕｔｙ比の下限値は０％である。しかし、実際には、バックラ
イトの発光輝度の上限値（発光輝度限界値）が存在するため、Ｄｕｔｙ比の下限値は０％
より大きな値となる。具体的には、Ｄｕｔｙ比の下限値は、発光量／発光輝度限界値で算
出される値となる。
【００５３】
　拡大領域内の画像の動き量が拡大領域の直径以上の場合には、ｎ－１フレームにおける
拡大領域内の画像は、ｎフレームでは拡大領域内に含まれなくなる。そのため、ｎフレー
ムにおける拡大領域内の画像は、ｎ－１フレームにおける拡大領域内の画像と全く異なる
画像となる。即ち、拡大領域内の画像の動き量が拡大領域の直径以上の場合には、拡大領
域内では画像の切り替わりと同じ現象が生じる。そのよう場合には、拡大領域内の画像の
動き量に応じてＤｕｔｙ比を下げる必要はない。そのため、図８の例では、拡大領域内の
画像の動き量が拡大領域の直径以上のときにＤｕｔｙ比が一定値（下限値）とされる。拡
大領域の直径は、拡大鏡サイズから算出することができる。
　なお、ｎ－１フレームにおける拡大領域内の画像が、ｎフレームで拡大領域内に含まれ
なくなるか否かは、拡大表示領域の検出結果と、拡大領域内の画像の動き量とから判断し
てもよい。
　なお、拡大領域内の画像の動き量が拡大領域の直径以上のときにＤｕｔｙ比は下限値で
なくてもよい。例えば、拡大領域内の画像の動き量が拡大領域の直径以上のときにＤｕｔ
ｙ比は１００％であってもよいし、１００％と下限値の間の値であってもよい。
【００５４】
　なお、図８の例では、拡大領域内の画像の動き量と、拡大鏡サイズとに基づいてＤｕｔ
ｙ比を決定したが、Ｄｕｔｙ比の決定方法はこれに限らない。例えば、拡大領域内の画像
の動き量のみから決定されてもよい。具体的には、拡大領域内の画像の動き量とＤｕｔｙ
比の関係を表す所定のテーブルや関数を用いてＤｕｔｙ比が決定されてもよい。
【００５５】
　以上述べたように、本実施例によれば、拡大領域の位置がユーザにより移動された場合
に、拡大領域内の画像の動き量が判断される。そして、動き量が大きいときに、動き量が
小さいときよりも動画ぼけの低減度合いが高められる。それにより、動き量に応じた適切
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な低減度合いで動画ぼけを低減することができる。
【符号の説明】
【００５６】
　２００，４００　液晶表示装置
　２０５　動画表示領域検出部
　２０６，４０６　バックライト制御部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】
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